国境なき医師団　貫戸朋子
京都ゆかりの人物
「国境なき医師団は，天災，人災，戦争などあらゆる災害に苦しむ人びとに，人種，宗教，思想，政治すべてを超え，差別することなく援助を提供する」

（国境なき医師団　国際憲章より）

内戦地域の生活は厳しい。それは診療所での生活も同じである。電気がない。水がない。寝るところはボロボロ，食事も違う。生活の基本的なことが難しい。ボスニアで国境なき医師団に参加していた貫戸さんは，つい「こんな寒い生活はやだ」とこぼした。すると現地のエミラという女性は「それは違う」と。
エミラは学生で戦火から逃れてきたが，その逃げる途中で，けがをした人のために診療所をつくった。するとある日，一人の少女がおなかを押さえてやってきた。なんで一人かと話を聞くと，「ママと弟は道で寝てる。寝てて，ゆすってもママは起きないから，おなかが痛いから来た」と答えた。
もちろん，ゆすって起きないのは，寝ていたわけではない。じゃあ，おなか見せて，と見たら，銃で撃たれたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あと),痕)があって，腸が全部出ていた。それを少女は押さえて来たのだ。その子は結局，薬がなく手術もできずに，そこで死んだ。あのちっちゃい子の苦しみを考えたら，自分の苦しみなんてなんでもない，とエミラは言うのだ。
国境なき医師団は世界各地から志願した医療スタッフによって構成されたNPO（非営利組織）・NGO（非政府組織）の国際団体である。その活動の特徴は，国の政治的な意図に左右されることなく，貧困地域や紛争地域，また災害発生地域を中心に，どこよりも早く医療スタッフを派遣し，緊急医療援助を行うことである。東日本大震災やシリア内戦の際にもどこよりも早く現地に入り，医療活動を行った。また，民族虐殺や非人道的行為を国際社会に対して告発・証言することも重要な活動としており，１９９９年にはその活動が認められ，ノーベル平和賞を受賞している。

その国境なき医師団で，日本人医師として初めて海外で医療活動をしたのが，京都市出身の貫戸朋子さんである。彼女は「人間が生き延びるための原点に帰るような医療がどこかにないか」と考え，国境なき医師団に参加する。そして，１９９３年，激しい紛争が続くスリランカのマドゥーに派遣された。
「せっかく人を助ける技術があるなら，それを必要とする地に行って持てる力を尽くしたい」という思いで参加した貫戸さんだが，厳しい医療の現場に直面する。激しい戦闘地区の中に設置された診療所では，医薬品，医療設備が不足するのだ。ある時，診療所に瀕死の５歳の男の子が連れてこられた。最初は治療のために残り一本となった貴重な酸素ボンベを与えていたが，症状の回復は見られず，貫戸さんはそこで決断を迫られた。治療を続けるのか，治療をあきらめ，酸素ボンベを取っておくべきなのか。なぜなら，紛争中には次にいつ手に入るか分からない一本の酸素ボンベで，他の患者の命を救うことができるかもしれないのだ。
しかし，それはその少年を死なせるという判断でもある。その場にいた看護婦はボンベを切ることに反対した。医師として，治療をあきらめるのは苦渋の決断である。しかし，貫戸さんは酸素ボンベを切った。日本であればその患者の命が尽きる最後まで治療を続けることは可能だ。しかし，日本なら助かる命でも，紛争の地では助けることは困難なのである。
医療スタッフの生活は苛酷である。毎日，途切れることなくやってくる患者。その診察が終われば入院患者の診療もある。実質，二十四時間勤務なのだ。それでいて，不十分な設備の中での医療活動は，心残りなことばかりだ。何人もの命を救えずに，胸を痛め，苦しんだこともある。三か月の間に八キロも体重が落ちたこともあった。また，戦場なので生命の危険も日本とは比較できない程増す。参加する際には最低六カ月は日本を離れるので，職場を辞職することにもなる。帰国してもう一度同じ職に付ける保証はない。それでも彼女は国境なき医師団に参加することを選んだ。その理由を彼女は以下のように語る。

「必死に生きようとする人々と出会い，彼らとともに生きることで，多くのことを教えてもらいました。何より，わたし自身が生きる意味を再確認することができました。自分は働いていたつもりだけど，最後に贈り物をもらっているのは自分なんだ，これは目に見えない人生の贈り物だと。」
（京都市総合教育センター　中山　芳明作成）
